静岡黎明期の英語教育と渋江保 by 山本, 勉
『中国言語文化研究』第17号 
 
［ 53 ］ 
 
静岡黎明期の英語教育と渋江保  
山本  勉  
 
 
一  はじめに  
 渋江保と明治期静岡の英語教育について論じたい ｡渋江は 1885











区分 時代 滞在期間 滞在地
１期 幼少時代 1857年7月～1868年４月 江戸
２期 弘前時代 1868年4月～1871年3月 青森県弘前市
３期 第一次修学時代 1871年3月～1875年1月 東京
４期 浜松時代 1875年2月～1879年10月 静岡県浜松市
５期 第二次修学時代 1879年10月～1881年7月 東京
６期 宝飯中学校長時代 1881年8月～1882年12月 愛知県豊川市
７期 東京横浜毎日新聞時代 1883年1月～1885年12月 東京
８期 静岡時代 1885年12月～1890年3月 静岡県浜松市天竜区春野町　静岡市
９期 博文館時代 1890年 3月～1901年 東京
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のも ､この在静当時の邂逅と薫陶によるものと思われる ｡また ､明
治一九年から二〇年にかけて文武館に通学していた上田敏もま
た、渋江が同館で教鞭をとった時に 、師弟関係があった ｡」 (14)  





（ 2）三つの私立学校と渋江塾成立の経緯と教育内容  
１）静岡英語専門学校  
 ①静岡英語専門学校について  
『静岡県英学史』に静岡英語専門学校について次のようにあ
る。「静岡市に於ける最初の正則英語学校と称し得るものは静
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焼したので、 20年 7月本町 3丁目に移り、 21年に同所に校舎を新
築したが、翌 22年 2月の火災に再度類焼、改めて二階建て洋館の
校舎を新築して、校名を静岡英語専門学校と改めた。教員中に














が 静 岡 英 語 専 門 学 校 に も 引 き 継 が れ た の で は な い か と 思 わ れ る 。

















女生徒ハ和洋女教師之ヲ教フ。一学科  英学科  但英文科  歴
史科  物理科  生理科  化学科  経済科  政治科  法律科  論
理科  哲学科ノ十科ニ分ツ。  数学科  但  算術科  代数科  
















ある。佐倉は明治 20年（ 1887） 10月には静岡県尋常中学校書記
兼教諭試補舎監となり、 11月には私立静岡女学校校主にも挙げ




のは短く 3、 4年、長くて 5、 6年位の間と考えられる。」 (17)  
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る。「一、教則  本校ハ高等普通学科ヲ教授ス。  一、教授法
ノ概略  訳読ハ読本、歴史等ノ原書ヲ日本語ニテ分解訳読セシ

















（藤波：引用者 )甚助は明治 14年（ 1881） 32歳の頃から英学の必
要を痛感して、専心その修得に勉めた。彼が教えを受けたのは
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という。文武館及び松下之基については詳細未詳である。松下
之基は静岡市役所の古い戸籍簿の記載によると、士族、前戸主
松 下 良 左 衛 門 の 長 男 で 、 安 政 6年 （ 1859） 8月 14日 生 ま れ で あ り 、
明治 29年 3月 23日附けで、神奈川県津久井郡牧野村 2607番地へ転
























欠 ク ） 。  一 、 学 科  英 学  英 文 学 、 法 律 、 政 治 、 理 財 、 哲 学 、
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文学ノ発達」等 (22)の記載がある。  





 「静岡県駿河国有渡郡  静岡鷹匠町二丁目二十八番地寄留  










































一、 1863年（文久 3年）漢医方を多紀安琢に学ぶ。  
一、 1868年（明治元年）弘前にて藩儒兼松石居に漢籍を学ぶ。  













ぶ。（明治 39年 10月まで）。  
一、 1875年（明治 8年）浜松県瞬養学校教頭として赴任。  
一、 1879年（明治 12年）慶應義塾に入学して、キーリング・ラ
ムバードに英学を学ぶ。  











四  英語教育者、渋江保とその弟子  
（１）山路愛山  
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いるが、これは渋江と山路愛山の静岡での邂逅があっ たからと
思われる。渋江は山路愛山の『独立評論』に「渋江保氏談話」
と し て 幕 末 か ら 明 治 に か け て の 日 本 社 会 の 動 向 を 執 筆 し て い て 、
当時の社会情勢を知る上で貴重な資料となっている。また、こ
の他に訳読会を開いている。このことがみすず書房『独立評論 7
 付録』に次のように記されている。「二  大正二年七月号訳
読会予告  渋江保先生と本社山路愛山とは訳読会なるものを開
き、政治、経済、文学、宗教に関する新古の英書を会読、輪講
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候  四月三十日  
（ハガキ表書）  
 東京高等師範学校  松本亀治郎様    静岡安西南裏  渋江
静岡黎明期の英語教育と渋江保 
 










クの出版社、 Fｌｅｍｉｎｇ  Ｈ．Ｒｅｖｅｌｌ  Ｃｏｍｐａｎ
ｙから 1894年（明治 27年）に出版され、当時アメリカでも人気
を博し版を重ねている。『支那人気質』は、『Ｃｈｉｎｅｓｅ





 魯迅は 1902年（明治 35年） ､国費留学生として日本に留学し、
7年後の 1909年（明治 42年）に帰国している ｡松本亀治郎は 1903
















を 踏 ま え 、 魯 迅 が 日 本 留 学 前 に 既 に 渋 江 保 の こ と を 知 っ て お り 、
渋江の『波兰衰亡战史』に触れていたことを指摘している。  
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英語名人世代」の一年前に生まれている。  








来戦後の 6・ 3制の発足直前まで、 60年以上にもわたって、英語
が教えられてきたという事実はとかく忘れがちである。」 (32)
とある。実際に江利川春雄の ｢小学校における英語科教育の歴史







初めて掲載された 1900年 (明治 33年 )、中間点 1905年 (大正 4年 )、
1939年 (昭和 14年 )の累計値である。正確な加設率は数字で示さ
れていないが、富山と静岡の両県が大阪・東京・愛知・神奈川




















六  終わりに  
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